






















This thesis discusses the problem of the family and the divorce in German speaking countries. First lyrics of a
German song(G-POP) will be analyzed and interpreted. And, the difference of the understanding of the divorce
between in Germany and in Japan is clarified. The latest issue of the family studies in German speaking countries
will be continuously clarified. Finally, the problem of the concept of the patchwork-family will be described. A posi-
tive meaning of the divorce in German speaking countries will be clarified through this research. In German:
Scheidungskind und seine Umgebung in den deutschsprachigen Ländern.
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Ich fühl mich kalt und leer
私は冷たくて空っぽ
Ich vermisse dich so sehr
ママがとてもとても恋しい
Deine Wärme ist nicht hier
ママのぬくもりはここにはない
Mama du bist nicht mehr bei mir
ママ、あなたはもう私のところにはいない
Warum nur lässt du uns allein
どうしてわたしたちを置きざりにするの？
Papa hat's nicht so gemeint
パパは思ってもなかったみたい
Seine Träen sind für dich
パパの涙はママのため
Vermisst du uns denn nicht
ママはわたしたちが恋しくないのかな
Mama - Wo bist du jetzt
ママ　今どこにいるの？
Mama - Warum bist du nicht hier Bei mir
ママ　どうしてここにいないの？わたしのところに？
Mama wo bist du
ママ　どこにいるの？
bitte sag mir gehts dir gut?!
元気にしているの？教えて！
Es tut so weh hörst mir zu?!
痛いよ　わたしの話、聴いてる？
Mama wo bist du
ママ　どこにいるの？
Ich kann dich nicht verstehn
わたしはママが理解できない
Warum wolltest du gehn
どうして去ろうと思ったの
Such- jeden Tag nach deiner Hand
毎日ママの手を探してる
Die ich früher immer fand
昔いつも触っていたママの手
Jetzt ist sie weg - lässt mich allein
今ママはいない　出ていった　私を置いて
Nachts hör ich Papa weinen
パパの泣き声を夜は聴いてる
Oh ich hasse dich dafür
ああ、だからママなんて大嫌い
Mama ich liebe dich so sehr
ママ　すごく愛してる
Mama - Wo bist du jetzt
ママ　今どこにいるの
Mama - Warum bist du nicht hier
ママ　どうしてここにいないの
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Bei mir - Wo bist du jetzt
私のところに　今どこにいるの？
Mama - Sag mir warum - Wofür
ママ　どうしてか教えて　なんで
Mama wo bist du
ママ　どこにいるの
Wo immer du auch bist ich hoff es geht dir gut
たとえどこにいても　ママが元気なことを祈ってる
Es tut so weh bitte hör mir zu
痛いよ　お願い　私の話を聴いて
Mama wo bist du
ママ　どこにいるの
Bitte sag mir hab ich Schuld daran
お願い　教えて　決めちゃっていいの
Dass du mich nicht mehr in deinen Armen halten kannst
もう私を腕に抱けなくていいって！
Mama - Wo bist du jetzt
ママ　今どこにいるの
Mama - Warum bist du nicht hier
ママ　どうしてここにいないの
Bei mir - Wo bist du jetzt
私のところに　今どこにいるの
Mama - Sag mir warum - Wofür
ママ　どうしてか言って　なんで
Mama wo bist du
ママ　どこにいるの
Wo immer du auch bist ich hoff es geht dir gut
たとえどこにいても　ママが元気なことを祈ってる






























































































































































































































































































27 オクスの言葉をそのまま引用するならば、「Familie ist nicht nur Vater, Mutter, Kind」ということになろう(cf.Ebd.S24)。また、別の































































































































































































では、Patchwork familyは、“A new family made up
from the remnants of divorced families. Similar to the
definition of a patchwork car. This term is used (in
















































38 cf. Helmut Mader Stiftung,2008
40 引用元：http://www.urbandictionary.com/define.php?term=patchwork%20family
41 M.Ochs, Ebd.,S.79
42 この点については、拙論文「パッチワークファミリーとその子どもたち」、2009、人文科学第十四号、大東文化大学人文科学研究所に
おいて既に論じている。
43 オクスも、夫婦関係、離婚、再婚、パッチワークファミリーを全体的連関の中で捉えようとしていた。
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点に欧米人の自由さが描かれている－。アントニアも、
二人の兄がママのことを避けていることもなんとなく
感じ取っている。そんなふうにして、物語が展開して
いく。いったいこの二人のお兄ちゃんはいったい誰な
のだろう、どこに住んでいるのだろう、というパッチ
ワークファミリーでしかありえないような疑問に応え
るのが、この絵本の主題であった。絵本の最後には、
二人のお兄ちゃんのママ（アントニアの義母）と彼女
のパートナーまで登場し、複雑な人間関係の中で、楽
しくたくましく生きる子どもたちの姿が描かれる。パ
ッチワークファミリーという概念をもたないわれわれ
には、やや理解するのが難しい話の内容であるが、こ
うした絵本がドイツ語圏において出版されていること
に、ドイツ語圏でのパッチワークファミリーの根強さ
が示されている。
たしかに、我が国でも離婚家庭の子どもを描く絵本
は出版されつつある。明石書店から出版された『パパ
とママが別れたとき……』という三巻シリーズや太郎
次郎社エディタスの『ステップキンと７つの家族』や
『ココ、きみのせいじゃない』は、離婚児の心理を描く
文献である。彼らの存在を知らしめるためにも、そし
て彼らの心情を理解するためにも、こうした文献は重
要であろう。だが、こうした一連の文献を除けば、親
の離婚と子どもの心理について専門的に扱った－とり
わけ日本人による－書物はほとんどない。離婚児の心
理については、未だにその重要性さえ十分に承認され
ていないと言ってもよいかもしれない。概念が不在で
あるがゆえに、離婚児のケアの重要性が承認されない
のか。それとも、彼らへの関心や問題意識が低いがゆ
えに、離婚や再婚に関わる概念が生じないのか。難し
い問題である。
５　おわりに
本論文は、「ドイツ語圏」にこだわりがある。「ドイツ」、
「オーストリア」、「スイス」と表記してもよかったのだ
が、この三カ国に実際に何度も行き、離婚問題に触れ
るにつれ、私は一つの大きなうねりを感じずにはいら
れなかった。ドイツ語圏特有の離婚への寛容さという
か、オープンさがこの三カ国にはあるのだ。極端なこ
とを言えば、「離婚って素晴らしいよ」と聞こえてきそ
うなほどに、積極的なのだ。そこには、「不完全な人間
への寛容さ」という欧州の思想が見え隠れしなくもな
い。いずれにしても、ドイツ語圏には離婚に対する独
特な寛容の文化がありそうなのである。
本論では、主にドイツ語圏における離婚や再婚をめ
ぐる周辺的な議論を互いにぶつけ合わせてみた。第一
節では、ドイツ語のポップスの詩の解釈を通じて、ド
イツ語圏の離婚児の心理の固有性を明らかにした。彼
らに共感する必要はない。理解することが大切なのだ。
この解明を通じて、ドイツ語圏の離婚児たちが日本の
離婚児とは全く違う離婚の捉え方をしていることが示
されたと思う。彼らの離婚へのオープンさも示された。
第二節では、ドイツ語圏の家族研究・離婚研究への私
自身の違和感を探る節となった。なぜドイツ語圏の家
族論や離婚研究は、こうまでして家族に対して批判的
であるのか、なぜ離婚にここまで肯定的なのか、とか
つてより疑問に思っていた。当然、両親の離婚は子ど
もたちに深刻なダメージを与える。それはドイツ語圏
においてもきちんと理解されていた。にもかかわらず、
なぜ彼らは従来の小家族を幻想と見なし、新たな家庭
像を求めるのか。このことを探る節となった。第三節
では、パッチワークファミリーの定義の問題ではなく、
パッチワークファミリーという言葉の有無がどのよう
な差異を生むのか、ということを明らかにしたつもり
である。日本人の描く再婚家庭とドイツ語圏の人々が
描くパッチワークファミリーのあいだのズレと言って
いいかもしれない。この個々に独立しそうな三つのテ
ーマをぶつけ合わせることで、ドイツ語圏の家族研
究・離婚研究の背景というか、思想というか、根幹の
ようなものがうっすらと見えてきたように思う。今後、
日本でどこまでこうした研究が広まるのかは全く分か
らないが、これからも探求し続けたい問題である。
